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人権・平和・環境 
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１１月２７日（土）うつみ市民
しみん

交流
こうりゅう

センターでソプラノ歌手
かしゅ

の中川
なかがわ

しのぶさんを

お迎
むか

えし「心 温
こころあたた

まる秋
あき

の陽
ひ

だまりコンサート～金子
かねこ

みすゞの世界
せかい

＆秋
あき

の歌
うた

～」を

開催
かいさい

しました。 

中川
なかがわ

さんは「内海
うちうみ

を訪
おとず

れるのが初
はじ

めてで，リゾート地
ち

に来
き

たみたい，海
うみ

がきれい

ですね。」と会場
かいじょう

をわかされました。みすゞさんの詩
し

をソプラノで歌
うた

われ，マイクを

使
つか

わない生
なま

の声
こえ

に会場
かいじょう

の皆
みな

さんは聞
き

き入
い

っていました。「みすゞさんの詩
し

には命
いのち

を

愛
いと

おしむものがたくさん残
のこ

されています。全
すべ

ての戦争
せんそう

も差別
さべつ

も迫害
はくがい

もお互
たが

いをすばら

しいととらえず否定的
ひていてき

なことから始
はじ

まります。みんな違
ちが

って認
みと

め合
あ

うことが理想
りそう

の

社会
しゃかい

を作
つく

るのです。」と話
はな

されました。秋
あき

の歌
うた

では，「小
ちい

さい秋
あき

見
み

つけた」を歌
うた

いだす 

と，会場
かいじょう

の中
なか

でも口
くち

ずさむ人
ひと

が何人
なんにん

もいました。最後
さいご

はオペ

ラの楽曲
がっきょく

ラウレッタのアリア“わたしのいとしいお父様
とうさま

”を歌
うた

われ，会場
かいじょう

に響
ひび

く歌声
うたごえ

にみなさん驚
おどろ

きと感動
かんどう

で拍手
はくしゅ

がなりや

みませんでした。 

うつみキラキラドーム花壇
かだん

で育
そだ

てたバラの花束
はなたば

が内海
うつみ

小学校
しょうがっこう

６年生
ねんせい

の代表
だいひょう

から手渡
てわた

されコンサートを終
お

えました。 
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１２月 3 日（金）瀬戸
せ と

コミュニティセンターで「人権
じんけん

っ

てなんだろう？～阪神
はんしん

・淡路
あわじ

大震災
だいしんさい

が教えたもの～」と題
だい

し

て全国
ぜんこく

隣保館
りんぽかん

連絡協
れんらくきょう

議会
ぎか い

会長
かいちょう

の中尾由喜雄
な か お ゆ き お

さんの講演会
こうえんかい

を開催
かいさい

しました。 

中尾
なかお

さんは，「１９６９年に同和
どうわ

対策
たいさく

特別
とくべつ

措置法
そ ち ほ う

ができて 

同和
どうわ

地区
ち く

は環境
かんきょう

改善
かいぜん

から整備
せいび

されていった。上宮川
かみみやがわ

センターやその地区
ち く

は，その後
ご

耐震
たいしん

補強
ほきょう

工事
こう じ

が終
お

わったばかりだったので，建物
たてもの

がしっかりしていた。１９９４年に

おきた阪神
はんしん

淡路
あわ じ

大震災
だいしんさい

では，上宮川
かみみやがわ

センターに地区
ち く

内外
ないがい

から４００人
にん

あまりが避難
ひなん

し，数ヶ月
すうかげつ

にわたる避難
ひなん

生
せい

活
かつ

を送
おく

った。同和
どうわ

対策
たいさく

事業
じぎょう

は同和
どうわ

地区
ち く

の人
ひと

のみならず多
おお

く

の命
いのち

と財産
ざいさん

を守り
ま も

，安心
あんしん

安全
あんぜん

なまちづくりが行
おこな

われたことが実証
じっしょう

された。避難所
ひなんじょ

で

は地区
ち く

の人
ひと

が地区外
ち く が い

の人
ひと

に対
たい

していろいろな場面
ばめん

で最大限
さいだいげん

の気配
きくば

りをした。差別
さべつ

され

た人
ひと

は差別
さべつ

する人
ひと

の気持
き も

ちを変
か

えていく大
おお

きな力
ちから

，やさしさ・温
あたた

かさがある。人権
じんけん

文化
ぶん か

が豊
ゆた

かと言
い

うのは，地域
ちいき

の人
ひと

と人
ひと

がつながることであり，地域
ちいき

防災
ぼうさい

も同
おな

じことが

いえる。差別
さべつ

は人
ひと

と人
ひと

の出会
で あ

いやふれあいをじゃまする。一生
いっしょう

のうちにどれだけの人
ひと

と出会
で あ

うことができたかが人間
にんげん

が高
たか

まるうえでの条件
じょうけん

となる。」と話
はな

されました。 


